
１５．２０２３年度入試情報開示について
　群馬大学では、特別選抜について、次のとおり開示し提供します。
　⑴　開示する基本的情報
　　志願者数
　　受験者数
　　合格者数　　　　……２０２３年５月８日（月）以降に、本学のホームページにて掲
　　入学者数　　　　　　載します。
　　入学辞退者数
　　• 小論文、面接、実技試験の「評価のポイント」…２０２３年１０月頃までに、本学

のホームページにて掲載します。

　⑵　閲覧による開示情報
　　•入学に関する規則・規程等
　　•入試実施体制
　　 　開示期間は、２０２３年４月３日（月）から５月２６日（金）までとします。（土・

日曜日、祝休日を除く。）

１６．入学志願者の個人情報保護について
　群馬大学では、提出された出願データ及び出願書類により取得した志願者の個人情報及
び入学試験の実施により取得した受験者の個人情報について、「国立大学法人群馬大学保
有個人情報管理規程」等に基づいて取扱い、次の目的以外には利用しません。
○入学者選抜に関する業務（統計処理などの付随する業務を含む。）
○ 入学手続完了者にあっては、入学者データとして入学後の就学指導業務、学生支援業務
及び授業料徴収業務

○ 大学運営上の目的で行われる調査・研究に関する業務（入試の改善や志願動向の調査・
分析、各種統計資料作成業務を含む。）

　なお、当該個人情報を利用した調査・研究結果の発表に際しては個人が特定できないよ
うに処理します。
　また、本学の上記業務にあたり、一部の業務を個人情報の適切な取扱いに関する契約を
締結した上で、外部の事業者に委託することがあります。
　国立大学の一般選抜における合格者決定業務を円滑に行うため、本学の一般選抜志願者
の学部、試験区分、合格状況、本学の受験番号及び大学入学共通テストの受験番号に限って、
独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達されます。

１７．入試過去問題の利用について
⑴ 　本学は、「入試過去問題活用宣言」に参加しており、本学の入学者受入方針（アドミッ
ション・ポリシー）を実現するために必要と認める範囲で、「入試過去問題活用宣言」
参加大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。

⑵ 　入試過去問題を使用して出題する場合は、一部を改変することもあります。また、必
ず使用するとは限りません。

⑶ 　入試過去問題を使用して出題した場合は、入試終了後に受験者に分かる形で使用過去
問題を公表します。
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⑷ 　「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次のＵＲＬにて公
表しております。

　https://www.nyushikakomon.jp/

１８．類及び進級について（理工学部）
　理工学部は、「類」による選抜を実施しております。
　「類」とは幅広く理工学を学ぶためのものです。分野横断的な教育を強化し、ＩｏＴ
（Internet of Things:モノのインターネット）や持続可能な社会に向けた課題解決ができ
る人材を育成します。
　入学後はまず「類」に所属し、教養教育や理工学基礎科目、類共通科目などを通して幅
広い知識を身に付けます。その後、自分の適性を考えながら「プログラム」を選択します。
従来の伝統的な学術分野を背景とするプログラムに加えて、理工学の知識を基にした食品
工学、化学と物理の融合した材料科学、電気と機械の融合した知能制御などユニークなプ
ログラムによって、みなさんの専門性を育てていきます。
　進級する教育プログラムについては、学生の希望や成績等をもとに決定されます。

⑴ 　物質・環境類　２年次後期から、応用化学プログラム、食品工学プログラム、材料科
学プログラム・化学システム工学プログラム、土木環境プログラムに分かれます。材料
科学プログラム・化学システム工学プログラムについては、３年次後期に「材料科学プ
ログラム」と「化学システム工学プログラム」に分かれます。

　①応用化学プログラム
　　　物質の性質・構造に関する分野や遺伝子、生命科学分野について学びます。
　②食品工学プログラム
　　　食品工学の基礎や食品の製造に関わる食品生産科学について学びます。
　③材料科学プログラム
　　 　物質科学と金属工学を基軸として、材料開発に関する基礎から最先端の知識と技術

を幅広く学びます。
　④化学システム工学プログラム
　　 　物質・エネルギーを無駄なく、クリーンに利用・生産するための知識と技術を学び

ます。
　⑤土木環境プログラム
　　 　自然災害からの防御や社会的・経済的基盤の計画・整備・維持管理のための技術を

学びます。

⑵ 　電子・機械類　３年次前期から、三つの教育プログラムに分かれます。
　①機械プログラム
　　　エネルギー変換技術や材料加工技術、機械力学技術について学びます。
　②知能制御プログラム
　　 　超スマート社会を創造する知能化メカトロ制御技術、ＩｏＴによるエネルギー制御

技術について学びます。
　③電子情報通信プログラム
　　　最先端のデバイス、通信技術、ＩｏＴシステムなどの情報技術について学びます。
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